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【結果①】造精能
不妊症患者では、還元型CoQ10摂取後の精子の数（濃度）、前進運動能と
総運動能（左表の赤ラインの3項目）が摂取前と比較して有意に改善した．
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【試験方法】
 試験デザイン: オープンラベル
 被験者:不妊症患者 男性 65名（29.1±10.2歳）

※特発性乏精子無力精子症（Oligoasthenozoospermia）
 食品:３か月間摂取

還元型CoQ10（200mg/日）
※比較:健常男性（食品摂取無し、40名、31.4±11.3歳）

 評価: 造精能（精液量、精子数（濃度）、運動性）、抗酸化能、
精子DNA断片化頻度

男性不妊症患者に対する還元型CoQ10による
精子関連指標の改善（2）



【結果②】抗酸化能、精子DNAの断片化頻度（SDF）
不妊症患者は、還元型CoQ10摂取後の精漿中CoQ10濃度、
ROS発生頻度、抗酸化活性（TAC、GPx）および精子DNA
断片化頻度（SDF）が摂取前と比較して有意に改善した．


